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千葉市中央区町内自治会連絡協議会
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日時 平成31年1月18日

午後4時00分～

(金）

●
●

場所：中央区役所4階会議室
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日時：平成31年1月18日（金）

午後4時00分～

場所：中央区役所4階会議室
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平成31年度中央区町内自治会連絡協議会通常総会の日程について

平成31年度中央区町内自治会連絡協議会通常総会における被表彰者の推薦について

千葉市地域社会貢献者・寄附行為者褒賞の候補者推薦について

町内自治会加入促進パンフレットについて
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（1）ごみ問題検討委員会について
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中央区地域活性化支援事業「みんなで創る中央区づくり」について

地域リーダー研修について

活動研修会のアンケート結果について

書籍の購入について ／

今後の日程について（第5回理事会、会計監査、第1回理事会）

統一地方選挙（千葉市議会議員・千葉県議会議員）について

中央区保健福祉センターの移転について

区町内自治会連絡協議会運営補助金及び地域運営交付金について（市民自治推進課）



議題（1）平成31年度中央区町内自治会連絡協議会通常総会の日程について

1 過去の開催日

平成30年度5月12日

平成29年度5月13日

平成28年度5月14日
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第2土曜日

第2土曜日

中央区役所4階会議室

きぼ－る11階大会議室

中央区役所4階会議室
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2 2019年総会開催予定日（案）

2019年5月11日（土） 第2土曜日きぼ－る1

午前10時00分～

1階大会議室（予定）

【参考・市連協会議】
ー、

6月29日（金）午前10時00分～平成30年度



議題（2）平成31年度中央区町内自治会連絡協議会通常総会における被表彰者
の推薦について

1 提出方法

（1）提出にあたっては、「千葉市中央区町内自治会連絡協議会表彰内規」
第2項に基づき、所定の様式でご提出ください。

第1条

（2）推薦者がいない場合も、その旨を書面で回答してください。
，

提出期限

平成31年4月5日（金）

2

提出先

千葉市中央区町内自治会連絡協議会事務局（中央区役所地域振興課内）

3

、
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（表彰の基準）

第1条区域内住民福祉の増進のため、町内自治会活動を積極的に推進

し、その実績が顕著で、且つ次の各号の一に該当するものについて、

会長がこれを表彰する。

（1）中央区町内自治会連絡協議会役員（監事を除く）の職にあって

退任したもの。

（2） 5年以上引き続いて町内自治会長の職にあって退任したもの。

（在職年数の決定）

第2条在職年数は、満年をもって計算する。

（被表彰者の方法）

第3条被表彰者の該当者については、会長が調査し、第1条第2号に

ついては、理事の推薦により、それぞれ理事会に報告したのち総会に

おいて表彰するものとする。

（表彰）

第4条表彰は、表彰状に記念品を添えて贈呈する。

（表彰の重複禁止）

第5条被表彰者は、再表彰をしないものとする。

附 則

の内規は、平成5年4月1日から施行する。

則

の内規は、平成7年4月1日から施行する。

則

の内規は、平成27年6月1日から施行する。

｝
」

附
一
」 〆

附
｝
」

~
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議題（3）千葉市地域社会貢献者・寄附行為者褒賞の候補者推薦について

1 推薦対象

（1） 「千葉市地域社会貢献者･寄附行為者褒賞要領」の別表に定める基準を満た
しているもの。

（2）継続性を伴う行為については、その行為が5年間以上継続しており、かつ、

月1回以上又はそれと同程度の活動があると認められるもの。

（3）原則として、継続性を伴う行為に関し、同一種別の行為に対する再度の褒賞
は行わない。

2 推薦方法

（1）提出にあたっては、所定の様式でご提出ください。

（2）推薦につきましては、 単位町内自治会から推薦をお願いいたします。

3 提出期限

(1) 2019年1月31日締切→2019年3月25日に感謝状贈呈式

(2) 2019年9月下旬締切（予定）→ 2019年ll月（予定）に感謝状贈呈式

4提出先

中央区役所地域振興課地域づくり支援室

5 今後の制度見直しについて

「地域社会貢献者・寄附行為者褒賞」は、これまで1年度に2回表彰(ll月と3月）
ありましたが、見直しにより2019年度はll月の1回、 2020年度以降は6月の1回がありましたが、

となる予定です。
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千葉市地域社会貢献者・寄附行為者褒賞要領

1． 目的・

この要領は、地域社会に貢献しているもの、善行のあるもの及び公共のため多大な寄

附を行ったものを広く褒賞し、市民に紹介することによって、明るい地域社会建設の一

助とすることを目的とする。

2．褒賞対象者

褒賞の対象者（以下「褒賞対象者」という｡）は、別表に定める基準を満たすもの（た

だし、別表（1） 4～11については、千葉市内に住所を有する者、千葉市内に事業所

等の所在地又は活動の拠点がある団体及びこれらに準ずると認められるものに限る｡）を

対象とする。

3．褒賞の方法

褒賞は､褒賞対象者に対し､感謝状及び記念品を贈呈することにより行うものとする。

4．推せん方法

（1）所管局長等は､篇に褒賞対象者の候補となるもの(以下｢褒賞対象候補者｣という｡）

に関する情報の収集に努めるとともに、関係機関に褒賞対象候補者の推せんを依頼す

るなど、幅広くその探求に努めるものとする。

（2）所管局長等は、褒賞対象候補者があるときは、褒賞推せん調書（別記様式）を総務

局長に提出するものとする。

5．褒賞の決定

総務局長は、所管局長等から受領した褒賞推せん調書に基づき褒賞対象候補者を審査

し、市長の承認を受けて褒賞対象者を決定したうえで、所管局長等及び褒賞対象者に通

知するものとする。

附則

この要領は、昭和58年2月1日から実施する。

附則

この要領は、平成17年8月1日から実施する。

附則

この要領は、平成23年6月9日から実施する。
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附則 一

この要領は、平成27年8月2日から実施する。
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別表

褒 賞 基 準

（1）地域社会貢献者

（2）寄附行為者

行為種別 内 容

1．人命救助 献身的に人命の救助に尽くしたもの

2．事故･災害等の防止．

救助・復旧

､／

交通事故その他の事故若しくは風水害、火災その他の非常災

害の防止、救助又は復旧に努めたもの

3．防犯・防火
犯罪の予防若しくは捜査又は犯人の逮捕への協力及び防火活

動、消火活動その他地域の治安の維持等に協力したもの

4．教育・文化の向上

I

教育活動、文化活動又はスポーツの普及・振興活動に励み、

地域の文化の向上に貢献しているもの

5． こども・青少年の健全

育成
こども・青少年の健全育成の推進に尽くしているもの

6．社会福祉への貢献
社会福祉施設等を慰問又は激励し奉仕する等、永年にわたり

社会福祉に尽くしているもの

7．環境美化
環境の整備又は美化などに努め、人々から感謝されているも

の

8．公徳心の酒養
交通道徳、公共物愛護精神その他公徳心の実践又は普及に努

めているもの

、

9．個人生活の徳行
個人生活の徳行が近隣の人々から賞賛され、他の模範となっ

ているもの

10．地域社会づくり
町会自治会活動等を通じ、明るい地域社会づくりに貢献して

いるもの

11．その他 以上のほか善行が顕著なもの

行為種別 内 容

1．寄附行為
市又は公益のため、原則として10万円（団体にあっては

20万円）以上の金銭等を寄附したもの



ま褒貫の対象としない

ﾗ公共団体、独立行政

ま本市外郭団体の職昌

ら補助金等の交付又は事業の委言

活動内容又は寄附金額が補助事芽

ある塲合は、この限りでない。

今干)ののに …且 〃ぜ＝■【旨

丁為については、その行為が5年償
h

号度の活動があると認められるもの

4．原則と

羊､のシで

"HII(7W〒為Iア対~日
ｰⅡ ﾛ可一F己

，寄附行為者の褒賞に

の合計額（千葉マリン

司長が定める日から砲

アム某令への寄附は隙

寄附令籠

計合で沙聖、表IL序仮〕包各長

ーﾛ ﾛ可ジグ丘ーr､ K｣

彰規則（昭和44生

産したものは除く、

ヨ目1IE4RE

主xY J ･命

衆ｲ暁補宅 八月長レニの旬とさし．

判lI－X1

彗祓びに刑の消掘



議題（4）町内自治会加入促進パンフレットについて

1 配布対象中央区内の町内自治会

2 配布枚数下表のとおり

3 配布物 町内自治会加入促進パンフレット

（別添のパンフレット（案）のとおり）

4配布時期平成31年3月

※町内自治会加入促進パンフレットの内容等についてご意見等がございましたら、

1月31日（木）までに、中央区地域振興課地域づくり支援室までご連絡ください。

ノ

I

町内自治会の世帯数 配布枚数

世帯数が1， 000以上の町内自治会 原則的に100枚

ただし、回覧部数（組数）が100を超

える自治会は回覧部数

世帯数が100以上1

自治会

, 000未満の ｢世帯数の10分の1」を一の位で切り

上げた数 一

世帯数が100未満の自治会 1-0枚 一
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町内会･自治会は､一定の地域を単位と
して､そこに住む人たちによって結成され
た自主的な団体です。
地域における諸問題､特に環境整備や

防犯､防災､福祉などの問題解決に取り組
んでいます。
また､夏祭りや運動会など､いろいろなレ

クリエーションを通じて住民の皆さんの結
びつきを深めています。
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中央区内

校区で区

単位町内
体で結成

す。

地域の住人の皆さんで結

成されている町内自治会

で､地域活動の核となる

団体です。

◇町内自治会とは？◇

◇町内自治会の仕組み◇

千葉市町内自治会連絡協議会

中央区町内自治会連絡協議会

地区町内自治会連絡協議会

単位町内自治会

会 員

明るく住み良いまちは､地域の人たちが一丸となるこ
とで､つくりあげることができます。

現在､多くの地域で､高齢化の進行やライフスタイル
の変化などにより､地域活動の担い手不足が深刻な問
題となっています｡住民の一人として､小さなことでも
｢できること｣を｢できるとき｣に協力していきましょう。
皆さんの積極的な加入をお待ちしております。
お住まいの地域の町内自治会の役員･班長等にお

申し込みください。

お住まいの地域の町内自治会がわからない方や自
治会の連絡先がわからない方は､下記までお気軽に

お問い合わせください。

■お問い合わせ先

中央区地域振興課地域づくり支援室
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E-mail :chiiki.CHU@city.chiba.lgjp
千葉市ホームページでも自治会の情報を掲載しています。

｢羊棄帝~百雷雲可｢震軍司

◇町内自治会への加入◇

加入のお申し込み･お問い合わせはこちらまで’

中央区町内自治会加入のしおり
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千葉市中央区地域振興課
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町内会･自治会は､一定の地域を単位と
して､そこに住む人たちによって結成され
た自主的な団体です。
地域における諸問題､特に環境整備や

防犯､防災､福祉などの問題解決に取り組

う
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また､夏祭りや運動会など､いろいろなし

クリエーションを通じて住民の皆さんの結
びつきを深めています。
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成されている町内自治会

で､地域活動の核となる

団体です。

◇町内自治会とは？◇

◇町内自治会の仕組み◇

千葉市町内自治会連絡協議会

中央区町内自治会連絡協議会

地区町内自治会連絡協議会

単位町内自治会

会 員

明るく住み良いまちは､地域の人たちが一丸となるこ
とで､つくりあげることができます。
現在､多くの地域で､高齢化の進行やﾗｲﾌスタイル

の変化などにより､地域活動の担い手不足が深刻な問
題となっています｡住民の一人として､小さなことでも
｢できること｣を｢できるとき｣に協力していきましょう。
皆さんの積極的な加入をお待ちしております。
お住まいの地域の町内自治会の役員･班長等にお

申し込みください。

億
加入のお申し込み･お問い合わせはこちらまで

お住まいの地域の町内自治会がわからない方や自
治会の連絡先がわからない方は､下記までお気軽に
お問い合わせください。

■お問い合わせ先

中央区地域振興課地域づくり支援室
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E-mail :chiiki.CHU@city.chiba.lgjp
千葉市ホームページでも自治会の情報を掲載しています。

｢辛章帝~冒言言可 霊。

加入のしおり

域振興課

◇町内自治会への加入◇
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｜また､空き巣などの犯罪を防ぐ防犯パト

i

清潔で快適なまちをつくるため､ごみス
住民同士がふれあい､交流を深められる！

'よう､お祭りや運動会､敬老会などを開催l
iしています｡イベントを通じて､様々な世代i
lの方と交流の輪が広がります。

･公園などの！道や

|涜撮を行っています｡
i~至是､集団回収などによるﾘｻｲｸﾙ活動i
iを行っています。

ロールや、子どもたちの安全な登下校の

1

1

／

iための見守り活動を行っ エツc

１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ

1

イラスト

(まつり･子ども･高齢者）／
「

画
勇

一
一

画
卓

一
■
一

画
』

｜
一

画
『

一
一

』
酉

一
一

画
卓

一
一

画
画

一
一

画
画

一
一

画
。

｜
一

。
』

’
一

。
■

一
一

』
卓

一
一

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

、〆 言
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
１
１
１

１
１
１
１

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
１
１
Ｉ
ｌ|

、_______________－－－－－－－－－－－
』 I

瞳災副瞳や､いざという時に支援益必要i
などを行っています。 ,
向 ,L…ぬ‘醒、.h堅…弓÷、 ’

磯豊鶴鑪掌篭拝察鑿｜
|通じて､普段からご近所同士で顔見知､に！

す!によって得ることができま 。

市の補助･助成制度；

･千葉市町内自治会事務

委託料

･広報板の設置等

･千葉市出前講座等

!なっておくことも､大切です
ｌ
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(回覧板）
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※活動内容は町内自治会によって異なります。
※町内自治会は行政と協力して活動しています｡補助･助成制度は変更に
なる場合もあります。
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E願中央区地域振興課地域づくり支援室平岡宛て

FAXO43-221-2179

議題（4）町内自治会加入促進パンフレットについてに閨するご意見

(ご意見等記入欄）

その他、平成31年度区連協として、新たに取り組みたい内容等ございましたら、ご記入く

ださい。
、 、

(ご意見等記入欄）

地区名

理事氏名

※1月31日(木)までにご提出をお願いいたします。

ご意見等がない場合は提出不要です。

冬
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第41回ごみ問題検討委員会次第

平成30年10月17日（水）15：00～

中央コミュニティセンター8階千鳥・海鴎

1 開会

2委員長挨拶 （

3議題

【第1部】

（1）平成29年度のごみ処理に関する実績報告及び実施した主な取り組み

について

（2）平成30年度に実施している主な取り組みについて

①剪定枝等再資源化事業の実施状況

②小型家電リサイクル事業

③単一素材製品プラスチックの拠点回収
ノ

【第2部】

（3）意見交換～戸別収集について～‐
全

（4）その他

4 閉会

配付資料

【資料1】

【資料2】

【資料3】

（チラシ）

（チラシ）

【資料4】

平成29年度のごみ量について

平成29年度に実施した主な取り組み【概要版】

剪定枝等（木の枝・刈り草・葉）再資源化事業の実施状況について

千葉市の小型家電リサイクル

製品プラスチックのボックス回収を開始

戸別収集について



平成29年度のごみ量について

1 焼却ごみ量

（1）家庭系焼却ごみ量

平成29年度の家庭系焼却ごみ量は169， 275トンであり、前年度と比較すると2， 484ト

ン(1. 4%)減少しています。

〔掌位: I-ン）r
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（2）市全体の焼却ごみ量（家庭系焼却ごみ量十事業系焼却ごみ量）

平成29年度の市全体の焼却ごみ量は243， 725トンであり、前年度と比較すると2， 431
トン（1．0％）減少しています。

(単位三 トン）
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2再資源化量

平成29年度の主な品目別の再資源化量は下表のとおりです。剪定枝については、平成30年2月

から市全域で資源回収を開始した結果、平成29年度の再資源化量は2， 219トンとなり、前年度

と比較すると1, 113トン(100. 7%)増加しています。

※表中の数値は再資源化量であり、収集量とは異なる場合がある。

再資源化量の推移(品目ごと）トン
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｢寳蒋~詞

平成29年度に実施した主な取り組み【概要版】
｢新｣は新規､｢拡｣は拡充､王纏は重点的に実施した取り組み
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1ごみ減量のため
の｢ちぱルール｣の
普及･拡大

23R教育･学習の
推進及びごみ処理

に関する情報の共
有化

5生ごみの発生抑
制の推進

○「ちぱルール｣協定店の資源回収品目を明示したチラシの作成､配布

O「ちぱルール｣協定店に対する実績調査及【X食品ﾄﾚｰ回収状況についてのｱﾝｹｰﾄ旨
の実施

(新）

三
一
一

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｏ

Q生ごみ減量処理機等の購入費補助金交付
一
一

(新)Oモノレール車内に生ごみ減丑処理機等補助金制度のポスターを掲示し普及啓発
』

(W)Q
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10市民･事業者と
の協働による再資
源化の推進･支援

11ごみ排出ルール
の遵守･指導徹底

12事業所ごみの排
出管理･指導の徹底

13多様な排出機会
の提供と動機づけに
よる古紙等の再資
源化の推進

14剪定枝等の再資
源化の推進

16清掃工場におけ
る事業系ごみの搬
入物検査の実施

17さゎな旬丹貢源

化品目の検討･推准
旅篭

(拡)Q"i油回収拠点の拡充KGか所増.拠点数針aBか所）

Oごみステーションにおける早朝啓発の実施(29自治会）
』

(拡)Q「家庭ごみの漣畳と出し方ガイドブック｣客全面改訂し､全戸配布 一

O事業系ごみ分別啓発用ﾁﾗｼの作成､配布

O新規開業事業者へ9月及び翌年3月に
≠

ごブックを配布し､事業所ご

周知(平成29年9月:205件､平成30年3月:176件）

O不適正排出の疑いのある事業者に対する訪問調査及び指導(調査:341件､指導:47件）

(拡)Q使用済小型臣子機器蝉回収事璽の対象品目に携帯世鱈･ｽﾏｰﾄﾌｵﾝを追加 、

(新)Q剪定枝等の資遍収集を段階的に全市展開(収集丑:2.234ﾄﾝl . 、

O搬入物検査の実施
’

台数:13.667台､排出事業者指導件数:42件.一般廃棄物収集運搬業許可業者 ，

指導件数:25#) |

(新)Q阜一素材プラスチック審不艶･粗大ごみの中から罰別し再壷遍化
（不継残法処分丑919トン剛漣) ,
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18収集運搬体制の
合理化

24安定的.効率的
な処理体制を目指し
た清掃エ場の計画．
整備

○収集運搬委託業者らにより結成された組合と連携し､効率的な収集運搬体制(管理
システムの導入等)を検討

O新清掃工場(北谷津用地)建設計画に関連し､環境影響評価方法書手続きが完了及び
次年度行う調査方法等を決定､建設及び運営に係る事業者選定のための資料作成、
土壌概況調査を実施



剪定枝等（木の枝・刈り草・葉）再資源化事業の実施状況について
今

1 H30.4月～9月の資源収集量

単位：トン

(参考)H29.4月～H30.3月の資源収集量

単位：トン

1，

※1月|ま第B週・第4週のみ収集

<、

2周知啓発（早朝啓発）の実施状況

【中央区を除く5区で実施】

区 4月 5月 6月 7月 8月 9月 累計

中央区 99．64 143．84 141．63 96．78 91.07 114．24 687．20

花見川区 63 99 94．85 91 85 57．96 49 78 70．32 428 75

稲聿灰 36 32 65．47 68 34 41．95 38 77 51．13 301 98

若葉区 74 75 118．01 121 77 73．16 67 66 86．36 541 71

緑区 57 73 101．85 97 32 64．43 50 60 64．45 436 38

美浜区 31．94 44．07 46．09 23．15 20．11 30．94 196．30

合計 364．37 568．09 567．叩 357．43 317．99 417．44 2，592．32

Ｉ
区 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月． 12月 1月

照 2月 3月 累計

中央区

若葉区

緑区

92．26

ジン

166．06

ジン

153.61 120.02 118.47 124．73

97 68

63 93

113．23

99 98

86 42

130．99

118 3

95．4

113．05

91 02

68 82

27.79

13 43

23 05

38.20

29 47

24 34

48.78

37．06

25.13

1,247.19

486.94

386.83

花見川区 20 04 29．95 49．99

稲毛区

美浜区

筵
／

15 39

11.74

20.48

15．15

35 87

26.89

合計 92.26 166．06 153．61 120．02 118.47 286．34 ､299．63 344.43 272.89 64.27 139.18 176．55 2，233．71
、

実施期間 8月20日（月）～8月24日 （金）

8月27日（月）～8月31日 （金）

計10日間

実施時間 午前7時～午前8時

実施場所 23町内自治会、 107ステーション

啓発人数 354人 （従事職員数：延べ72人）
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④
平成SO年10月から

製品プラスチックの 調隷
ボックス回収毒開始

棚ごみとして出していた単一熱の製品プラスチックを､資剛として駕鯛で回収します。
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前に必すこ言調たさい

目や衣などに入れすに

そのまま投入してくたさい

製品フラスチッのホッス回『 ＆A

製品プラスチックとして出せるものの見分け方は？

商品としてお店で販売されているプラスチック製品で､製品の底や裏面等にPP(ポリプ
ロピレン)またはPE(ポリエチレン)と記載されているものが対象です。

素材がわからないものはどうすればいいの？

回収ボックスには入れず､柔らかいプラスチックは可燃ごみ､硬いプラスチックは
不燃ごみとして出してください。

どうして単一素材でできた製品プラスチックのみのリサイクルをするの？

単一素材でできた製品プラスチックを選別することで､リサイクルが容易になり､より＞
価値の高いものに生まれ変わります。

そのため､複数の材料でできたものや､プラマークのついたもの(容器包装プラスチッ

ク)は対象外となります。

どのようにリサイクルされるの？

同じ材質のプラスチックごとに粉砕後､溶融･固化し､プラスチックの再生原料となり

ます｡再生原料はプラスチック加工工場に出荷され､新たなプラスチック製品や工場等

で使用する部材として再利用されます。

お問い合わせ千葉 号 、 物対策 TEL･O43-245-5236FAX.O43-245-5624



「買罫亙司
戸別収集について

一般的には、ステーション収集は収集運搬の効率性が高く、また清掃やカラス対策など集中管

理がしやすいという利点がある一方、不法投棄や不適正排出がされやすいこと、設置場所や管理

方法について、利用者間で合意を得る必要があること等に留意が必要である。

戸別収集を行っている自治体は、住民の分別に対する意識向上やごみをステーションまで運ぶ

手間の軽減等を主な理由としているものの､本市としては､以下に示す点が課題となることから、

現時点で戸別収集をする予定はない。

【戸別収集方式における課題について】

（1）各戸でカラス対策及び排出場所の清掃を行う必要がある。

（2）出されたごみの状態によっては、交通に支障が生じる場合がある。

（3）収集車両がたびたび停車するため、後続車等への影響が生じる。

（4）市内住宅の6割を占める共同住宅及び狭院道路沿いにある戸建て住宅においては、引き続

きステーション収集方式を継続することになるため、行政サービスに地域差が生じ、公平感

が損なわれる。

（5）収集車両の延べ走行距離及び作業量増加による収集の遅れを防ぐためには、収集車両の増

車が必要とあ,り、 これに伴う収集運搬業務委託料の増額（約8億円以上）が見込まれる。

なお、千葉市を含む政令指定都市（全20市）のうち、戸別収集方式を導入しているのは6市で

ある（一部地区、または一部のごみ種のみ導入している場合を含む)。

また、県内各市においては、浦安市のみ戸別収集を導入している。

賭

【参考1】 政令指定都市における戸別収集方式の導入事例

※平成29年度北九州市照会一般廃棄物状況調査（集計結果）より （平成29年4月1日基準日）

貝 輔
都市名、 狸 ､熟f戸別収集対象 へ

F瀞吻 卜

口､ = 司L

ニヂ 爵 G一
舎零』 ｡苧;:!収集車両台数等!§蕊?

q 己 &

I;手数料徴収: .
相模原市 一般ごみの夜間収集地区のみ 無

名古屋市

(約108万世帯）

可燃ごみ・発火性危険物（週2）…①

不燃ごみ（月1）…①

プラスチック製容器包装（週1)…②

①85台（一部委託）

②28台（一部委託）
無

京都市

(約71万世帯）

燃やすごみ（週2）

(原則は定点収集、場合により

各戸収集にも対応）

358台 有

大阪市

(約138万世帯）

普通ごみ（週2）…①

資源ごみ（週1）…②

プラスチック製容器包装（週1）…③

古紙・布類（月2）…④

①285台（一部委託）
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営
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直
直
委
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ｌ
ｌ

《
ロ
《
口
《
口

６
４
４

５
８
８

②
③
④
②＋③29台（委託）

無

堺市

(約39万世帯）

生活ごみ（週2)、小型金属（月1）

缶・びん、ペットボトル（月2）

プラスチック製容器包装（週1)

209台（委託） 無

福岡市

(約78万世帯）

可燃性ごみ（週2）…①

不燃性ごみ（月1回）…②

空きびん~・ペットボトル（‘月1回）…③

①158台（委託）

ｊ
ｊ

託
託

委
委

ｌ
１

台
台

１
３

２
２

②
③

有



【参考2】 千葉市で戸別収集する場合の収集運搬費用の試算（平成26年度時点、税込）

※作業効率を高めたケースでの試算結果である。

（1）設定条件

＜収集箇所数の算出＞

○戸別収集箇所数

166,000戸(一戸建数※1）×0.9※2＋231,000戸（共同住宅数※')×0.2x3=195,600箇所
※1平成21年10月現在の一戸建数等に世帯数の伸び率を乗じて算出

※2収集車両が通行できない狭院道路沿いの一戸建戸数を10％と設定する。

※3共同住宅の専用ステーションで対応する戸数は70％、収集車両が通行できない狭院道路沿いの戸数
は10％と設定する。

○総収集箇所数 管

195,600箇所（戸別）＋12,000箇所（ステーション）＝207,600箇所

＜作業時間等の増加を考慮した1台あたりの搬入回数及び搬入量の設定＞

※収集作業効率60％

可燃ごみ搬入回数を2回／台とした場合 （1.9トン×3.1回）×60％÷2回＝1.8トン

不燃・有害ごみ搬入回数を1回／台とした場合 （1.3トン×1.4回）×60％÷1回＝1.1ト､ン

（2）試算結果

○可燃ごみ

155,756トン※4 ÷（1.8トン×2回）÷310日※5 ＝ 139台

16,690千円※6×139台＝2,320百万円

※4平成25年度の可燃ごみ収集量の90％

※5平成25年度の収集日数

※6平成25年度の可燃ごみ収集運搬委託車両1台あたり単価

○不燃ごみ

7,613トン※7÷（1.1トン×1回）÷280日※8 ＝24台

16,480千円※9 × 24台＝396百万円

※7平成25年度の不燃・有害ごみ収集量の90％

※8平成25年度の収集日数

※9平成25年度の不燃・有害ごみ収集運搬委託車両1台あたり単価
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可燃ごみ
1,586百万円

(95台）

2,320百万円

(139台）

＋734百万円

(＋44台）

不燃・有害ごみ
280百万円

(17台）

396百万円

(24台）

＋116百万円

(＋7台）

合計
1,866百万円

(112台）

2,716百万円

(163台）

＋850百万円

(＋51台）

､ ：こみ種類i;fii･。 蕊蕊ﾙ‘:搬入回数
山
里

蓬毒§ ≦ …‘搬入量銭ゞ蕊;蕊

可燃ごみ 1台あたり2回／日 1.8トン（実績1．9トン）

不燃・有害ごみ 1台あたり1回／日 1.1トン（実績1．3トン）



第41回ごみ問題検討委員会での要望事項

l. 学校給食での廃食油回収の取り組みについて確認してほしい

→平成30年4月から市内全小学校、 113校（養護学校2校含む）で学校給食での廃食油

回収を開始（別紙参照）

2． 廃食油の拠点回収に関し、千葉県環境財団が実施している助成制度について紹介してほ

しい

→ 「廃食油燃料利用促進プロジェクト事業実施・助成要綱」に基づく廃食油回収団体へ

の助成について（別紙参照）

3． 剪定枝等を再資源化する場合と、可燃ごみとして処理する場合の費用を比較し示してほ

しい

→千葉市HPで公開している「平成29年度のごみ処理経費についてお知らせします」

の資料中、「3 1kg当たりの原価」を参考に「可燃ごみ」と「剪定枝等再資源化」

の経費を比較。

【単位：円／トン】

※l収集運搬には収集量に関わらず一定の経費がかかるため、収集量が少ないほどトン当たりの経費が高くなる。

※2全区での収集開始が年度途中(H30.2～）であったことや収集開始から間もないことから、今後収集量の増加

に伴い単価が下がることが期待される。

※3新浜RC内の破袋作業場整備・維持管理業務に係る費用は除く。

4． 「小型家電リサイクル事業｣、「単一素材製品プラスチック回収」のチラシを自治会に回

覧してほしい

→ ll月21日（水）に収集業務課「年末・年始のごみ収集について」と合わせて市内全

町内自治会宛てにチラシを発送。

5． 戸別収集に関し、京都市の事例で「原則は定点収集、場合により各戸収集にも対応」とあ

るが、どのような場合に戸別収集が認められるのか

→【京都市より聞き取り】

狭あい道路地域の戸別収集を想定しているが、極力既存のごみステーションに排出し

てもらうようお願いしている。

京都市としては、今以上に戸別収集箇所を増やすつもりはなく、既存ステーションの

利用が原則とのこと。ただし、以前からの流れで（なぜか）狭あい道路地域の一部で戸

別収集している地区があるとのこと。

1

収集運搬
※I

中間処理 最終処分 資源化 合計

可燃ごみ 11，320 23
，050 18 , 780 53，150

(管理費込） (12， 510） (25， 480） (20， 760） (58， 750）

剪定鰐再資臘化 23， 480※2 26． 000※3 49，480

(管理費込） (24，740※2） (28，110※3） (52， 850）



｢雨
1 学校給食における廃食油回収の取組みについて

教育委員会保健体育課

平成30年4月から

大金興業株式会社 （緑区誉田町）

担当課 ：

開始時期：

契約業者：

市内全小学校113校（養護学校2校含む）において、学校給食における廃食油

の回収を開始。

引渡し金額 5円/1Q (税込）

契約事業者が各小学校へ回収に回る。回収頻度については、各小学校と事業者が

調整し決定する。（学校規模や保管場所の条件により、 1～4カ月に1回程度）

2018年上半期回収実績26, 5070

＞

シ
シ

＞

2廃食油拠点回収に係る千葉県環境財団が実施している助成制度について

担当課 ： 廃棄物対策課3R推進班

【廃食油燃料利用促進プロジェクト事業概要(詳細別添要綱参照)】

実施団体：一般財団法人千葉県環境財団

事業開始：平成28年度．

活動趣旨：県民参加により資源循環・地球温暖化対策の推進を図るため、家庭等

で使用済みとなった廃食油の石油代替燃料（バイオ燃料）リサイクル

を促進することにつながる廃食油回収活動に対し、その経費の一部を

助成する。

参加対象：（1）廃食油回収団体

廃食油を資源物として回収する回収拠点を整備し､地球温暖化対策

や資源循環型社会づくりの推進を目指す団体であって､プロジェク

ト事業の実施にあたって営利を目的としない県内の市町村または町

内会、 自治会､廃食油回収活動する環境保全団体等。

ア千葉県内の団体であること。(法人格の有無は問わない｡）

イ定款又は規約等を定めていること。

ウ代表者を選出していること。

エ独立した経理を行っていること。

７



I

（2）廃食油収集団体

廃食油回収拠点から廃食油を資源物として収集し､収集した廃食油

を廃食油燃料精製事業者への廃食油輸送に協力できる県内の団体。

ア千葉県内の団体であること。（法人格の有無は問わない｡）

イ定款又は規約等を定めていること。

、ウ代表者を選出していること。

エ独立した経理を行っていること。

活動助成金：（1）助成対象団体

廃食油回収団体として参加する市町村、町内会、 自治会、廃食油回

収活動する環境保全団体。

（2）助成対象経費

廃食油回収地点整備に係る廃油回収箱購入費周知用のチラシ等の印

刷費などの活動に直接必要な経費。

（3）助成金額等

助成対象経費の10分の10以内、 1団体当たりの限度額は、 10

万円。助成回数は原則3回、最大5回まで。

、

【これまでの本市の対応】

平成28年度から千葉県環境財団による「廃食油燃料利用促進プロジェクト事業」が

開始されることとなり、平成27年11月に本市にも通知あり。これを受け、平成27

年12月に当時回収拠点となっている団体へ周知。

さらに平成29年4月には、環境財団から廃食油燃料利用促進プロジェクト事業実施・

助成金交付要綱の一部改正の通知があったことから、各回収団体へ周知。

プロジェクトへの参加及び補助金等の活用については、各団体での意思となり、本市

での受付やとりまとめ等は行っていない。

なお、本市から支援しているのぼり旗や回収ボックスは、補助金の対象とはならず、

団体が独自に購入した廃食油回収事業に係る消耗品や印刷物などの費用が対象となる。

【今後の対応】

今後も環境財団から通知があった際には各回収団体へ周知をするとともに、新規に拠

点となる団体についても、情報提供することとする。

「
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廃食油燃料利用促進プロジェクト事業実施"助成要綱

1要綱の趣旨

この要綱は､ちば環境再生基金が主唱する｢廃食油燭s味1用促進ブﾛゾｪｸﾄ事業｣への参加

手続きと活動への支援内容を定めていますも

2活動の趣旨

本プﾛゾｪｸﾄ事業は､市町村･県民･事業者等の参加のもと､使用済み天ぷら油等の廃食油を

回収し､回収後の廃食油を燃惨R全して利用を進める県民参力哩の地球温貿上対策活動ですb

天ぷら油等の植物油は､菜置やﾋﾏﾜﾘなどの植物が土蝉温暖化の原因の一つである二酸化

炭素を吸収した油で､使用後の廃食油をエネルギー源としてﾘｻﾝｲｸﾙする取組みは､エネルギ

ー資源の乏しい我が国が目指す資源循環型社会づくりや県民が実践できる地球温暖化対策で

すb
〆

3参加方法

（1）廃食油回収団体

参加できる団体は､廃食油を資源物として回収する回収拠点を整備(既に回収拠点を設け活

動じている団体を含む｡)し､地球温暖ｲﾋ対策や資源循環型社会づくりの推進を目指す団体で

あって､本ブﾛゾｪｸﾄ事業の実施にあたって営利を目的としない県内の市町利または町内会、

自治会､廃食油回収活童同-る環境保全団体等としますも

ただし､団体にあっては､次の各号に該当する団体としますb

ア千葉県内の団体であること｡(法人格の有無は問わない｡）

イ定款又は規約等を定めていることb

ウ代表者を選出Lﾉていることb

エ独立した鐸をf了っていることb .

（2）廃食油収集団体 ノ

廃食油回収拠点から廃食油を資源物として収集(既に廃食油の収集活動を実施lﾉている団

体を含む｡)し､収集した廃食油 廃食油輸送に協力できる県内の察食油蝿Sl號冑…弓'、C

団体とします6

ただし､団体にあっては､次の各号に該当する団体としますb

ア千葉県内の団体であること｡(法人格の有無は問わない｡）

イ定款又は規約等を定めていること。

ウ代表者を選出lﾉていること。

エ独立した窪を行っていること．

1
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(3)参加の申込方法等 ・

ｱブﾛゾｪｸﾄ事業の鋤ﾛ募集は随時行いますb .

ｲブﾛゾｪｸﾄ事業に参加を希望する団体は､｢廃食油燃料利用促進ブﾛシｪｸﾄ事業参加申

込雪(別記第1号様式(1))に次の書類を添付して､理事長に提出しなければなりません。

ただし､市町村及び学校にあっては定款または規約等の提出を認_ないものとしますb

ウ参力睦決定した者には､｢廃食油然解堀促進ブﾛプｪｸﾄ事業参加決定通知雪(別記第2

号1議)により通知しますも

4決定後の取り組み

（1）廃食油回収団体としての参加者

ア活動区域内に廃食油回収場所を設け､廃食油が漏出しないよう回り蕊等を設置し､使用済

み天ぷら油等の回収場所であること周知するﾉポﾘ旗を掲げ周知してください｡なお､ノボリ

胸ま本プﾛゾｪｸﾄ事業共通のﾉポﾘ(各地点1本)を財団から配布しますb

イ廃食油回収地点については､定期的な廃油収集日を設定しチラシ等により周辺住民等に

周知1-ﾉてくださしち

ウ廃食油回収拠点では､廃油の漏れ等が萢瑳環境汚染等が生じないようしてください。

エ集まった廃食油は定期的に峰してもらう必要がありますが､収集日の設定に当たっては、

財団のﾎｰﾑページに掲載した嶢裟油収集団体一覧調から最寄りの収集者と収集日程等

の調謹事前に行ってください。 、

オ回収した廃食油の量は､実績報告書作成時に必要なため､廃食油収集団体から収集量の

報告を言瞬Iﾉてください。、
(2)廃食油収集団体として参力暗

ア廃食油収集団体とじて識pした者は､廃食油回収団体からの廃食油の収集について依頼

又は収集日程識篭6§あった場合は､i識く収集日程等を罐し対応してください。

イ収集後の廃食油は､油漏れを起こさないよう廃食油燃料橇息辱業者へ搬出してください。

5活動への支援

本ブﾛゾｪｸﾄ事鍵f広く県民･事業者に廃食油のﾘｻｲｸﾙを周知し､より多くの県民の廃食油

回収への協力と地球温麗上対策への識勒ﾐ深まるよう､財団ﾎｰﾑページに廃食油回収･リサイ

クルの趣旨及び廃食油回収活動参加団体･廃食油収集団体の情報を提供することとしますb

市町村及び県民団体が実施する廃廃食油回収団体に係る資材の整備については､申請によ

り助成金を交付しますb

（1）廃食油回収活動団体の情報一

参加団体名､回収場所､回収日等

（2）廃食油収集団体

・2
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収集団体名､収集場所(範囲)等．

なお､情報提供内容については､承諾の得られない個人に関する情報は､掲載しないものと

します。

6活動助成金

（1）助成の対象団体

廃食油回収団体として参加する市町村町内会､自治会､廃食油回収活動する環境保全

団体としますも

（2）助成金の申請

助成金の申請は､年2回､J廃食油癖抹1用促進ブﾛゾｪｸﾄ事業助成金申込書I(別記第

1号様式(2))で行いますも

第1回募集(5月)は､当該年度内に廃食油回収活動拠点整備を行う助成金申請とし､第2′

回募集(11月)は､次年度の回収活動拠点整備のための助成金申請とし､それぞれ以下の

， 期間に助成金申請を受付けますb

(3)助成対象となる経費

助成対象は､廃食油回収地点整備に係る廃油回収箱購入費､周知用のチラシ等の日堀蹟

（ｺピｰ用紙コピー料金等を含む｡)の活動に直湊必要な経費とLますb

なお､管理･運営費(回収に係る人件費･謝礼､光熱水費､会議旅費等)､食糧費(飲食費

事は､助成対象外とLﾉますb- -

（経費の例詞

・消耗品費(廃油回収箱購入費､事業実施のために必要な物品の購入費等）

･E眠噴(町内会等の周知用のﾁﾗｼ等の日刷費(ｺピｰ用紙コヒg一料金等を含む｡))

・会議費(会議室使用料等）

(4)事業期間 ・

事業の実施期間は､新たに参加決定された団体にあっては､決定のあった日から当該年

度又は翌年度の4月1日から3月31日までとしますも

また､鑑して活罰する団体にあっては､当蓉度の4月1日から3月31日までとしますb

(5)助成金額･申請回数等

ア助成金は､助成対象となる経費の10分の10以内とし､1団体当たりの限度額は10万円とし

ますb

イこの要綱に基づく助錘原則3回まで受けることができます｡ただし計画実行･効果の面か

~

3

'

募集期間
■"

備考

第1回募集（5月）

第2回簔集(11月）

5月1日から5月31日

11月1日から11月30日
消印有効
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ら必要と認められる場合は､最大5回まで延長できるものとします。

ウちぱ環境再生基金の他の助成金を受ける団体は､本ブﾛゾｪｸﾄ事業に係る事業費を明確

に分けてください。

(6)審査

助成金の申請のあった団体の審査は､ちば環境再生推進委員会に設置された事業推進部

会において廃食油回収計画の実現性､収支計画の合理性､回収活動の継続陸等から助成の

う霊を霊しますb

(7)交付の条件 一

交付を決定ｳｰる場合には､次の条件を付すこととしますb '

ア廃食油回収活動内容又は経費(助成事業に要する経費の30パーセント以内の増減はこの

限りではない｡)の変更をする場合には､｢廃食油然解ll用促進ブﾛシｪｸﾄ事業変更(中止）

承認申請書｣偶1記第3号様珂を理事長に提出し､承認を受けることb

イ助成事業を中止する場合は､｢廃食油然膿昧1用促進ブﾛゾｪｸﾄ事業変更(中止)承認申請

雪(別記第3号1詞を理事長に提出し､承認を受けること。

、ウ助成事業ｶﾖ予定の期間内に完了しない場合又は当該事斡実施が困難となった場合には、

速やかに理事長に報告し､その指示を受けること。

エ助成事業の実施中あるいは終了後に､事業の経過又は成果を､印刷物､催し物､マスコミ

の取材等により3霊する場合は､ちぱ環境再生基金の助成を受けたことを明示すること｡

オ実績報告書の記載の内容及び実績報告書に添付された写真については､ちば環境再生

基金の活動報告のために一般財団法人千葉需境財団又は千葉県が使用できること。

力その他理事長が必要と認める条f児．

(8)助成金の交付 ，

、ア参加が決定した団体のうち助成金が交付される団体は､活動開始時に助成金を請求する

ことができますも

なお､活動終了後の清算で助成金の一部の返還が必要になる場合がありますb

イ助成金の請求は､｢廃食油燃辮Ⅱ用促進ブﾛジｪｸﾄ事業活動助成金交付請求書1(別記第

4号1詞を理事長に提出して行いますb

(9)助成金の返還義務一 ，

次のいずれかに該当する場合には､これを公表し､助成金の全部又は一部を〕瞳しなけ

ればなりません。

ア偽りその他の不正な手段により助成金の交付を受けたことが判明したとき。

’
I

イ助成金を助月蜘象窪以外に使用したとき。

ウ助成事業を中止したとき､縮小したとき又は完了できないとき。

(10）延滞金

助成金の返還を求められ､定められた期日までに納付されなかったときは､納期日の翌日

4
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から納付の日までの期間の日数に応じ､その未納付額につき年10.95パーセントの割合で

計算した延滞金を請求する場合がありますb

ただし､理事長は､やむを得ない事情があると認めるときは､延滞金の全部又は一部を免

除j~ることがありますb

(11）活動実績報告書の提出

ア助成金の交付を受けた団体は､活動の終了後2か月以内に､｢廃食油燃膿妹1｣用促進プロジ

(別記第5号祷jを理事長に提出してください。エク

イ助成金の交付を受けない団体または､助成金の交付を受けた団体であっても事業期間終

了以降も本ブﾛゾｪｸﾄ事業に協力し廃食油回収を継続する団体にあっては､前項に準じて

「廃食油然癖1用促進プﾛジｪｸﾄ事業活動助成金琴報告書｣(別記第5号需jの月職1

を理事長に提出してください。

ウ廃食油収集団体とIﾉて本事業に参加する団体は､当該年度及び次年度以降も本プﾛゾｪｸ

・ト事業に協力し廃食油の収集活動を継続する団体にあっては､事業年度の収集活動の終了

後2か月以内に｢廃食油辮昧U用促進プロジェク

イ藷》の別紙1-2を理事長に提出してください。

(12）精算

(別記第5号
、

理事長は､実績報告書等により事業内霊癖したうえで助成金の額を確定しますb

確定した助成額を超える助成金が既に交付されているときは､理事長は､期限を定めて差額

の逼童を請求します。

なお､返還については､(10)の延滞金の規定を準用しますb

7その他

この事業の公正陸透明性を確保するため､申請書舞は公開Lます。

なお､個人の住所等､個人に関する情報については､公開しなし、ものとしますb

(施行）

この実施･助潅綱は､平成27年10月15日から施行する。

工防吃29年4月1日(一部改正）

5

暫
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第1号様式(1)

廃食油燃料利用促進プロジェクト事業参加申込書

平成年 月 日

一般財団法人千葉県環境財団理事長様

》

所
名

住
氏 印

(鶉蝋轆締 ± 〕
平成年度廃食油燃料利用促進ブﾛゾｪｸﾄ事業に参加したいので､下記のとおり申し込み

ます6
記

1参加者に関する事項

凸 〃

(注)代表者以降は､団体のみ記入してください。 I

7

参加部門
1廃食油回収団体

2廃食油収集団体 骸当番号に○印）

参加団体名

5

口

、
鐸

一一全'一
一へレー

函
睦

TEL /FAX
Bmail .

■

事務担当者

(代表者とは別に事務

担当者を置く場合に

記入）

住所

氏名

TEL

BInan
/FAX

D G

L

設立目的

主な活動内容

e 一

設立年月日 、 年 月 日

会員数 名



4

2活動に関する事項

(1)廃食油回収団体

Lノ

Ｉ

(2)廃食油収集団体

8

ノ

1新規団体 2既に回収を実施している団体

予定
既設回収 年 月頃開始

増設地点 年 月予定

回収地感 地点を予定
｜

■

■

既設回収地点 地点’

増設予定地点 地点を予定

回
‐
嘘の用途 石ケシ作り､燃料禾堀､その他

諾
否

１
２

1諾

2否

当
1継続する

2ボ殿しない(当誇度のみ）

1ボ鑑する

2糸齢しない(当誇睡み）

これまでの

廃食油乢嘩取組
1新規団体． 2既に収集実績がある団体

蝿
、

月予定 年
一

月頃から開始

《
》

収集後の用途 (BDF)用
『

$DF)用

凸

諾
否

１
２

1諾

2否 ．

当該年度以降の

収集活動の継続

の意向

1糸錆一る

2糸鱸しない(当該年度のみ）

1糺歸論ろ

2糸職しない(当該年度のみ)
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第1号様式(2)

廃食油燃料利用促進プロジェクト事業助成金申込書

平成年月 日

一般財団法人千葉韓境財団理事長様

》

所
名

住
氏 印

←

〔灘鵲職潟 ゞ 〕
平成年度廃食油燃料利用促進ブﾛゾｪｸﾄ事業に参加(糸断諺劫ﾛ)したいので､下記のとおり

廃食油回収拠点整備に係る助成金を申し込みます。

記

事業収支予算書
L

平成年月 日 ～平成年月 日

’

9

一

助成金申請額 円

区分 予算額 内 訳

収
入
の
部

会費等収入．

助成金
ちば環境再牟墓令

他の助成金

収入合計一

支
出
の
部
（
助
成
対
象
経
壹

消耗品費
廃食油回収箱

、

E眠噴
ﾁﾗｼ等E賑I

会議費
会場使用料

小計

支出合計



I
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a

第2号様式

廃食油燃料利用促進ブﾛぅｴｸ事業参加決定通知書
、

（文書番号）

平成年月 日

(参加者氏名）様

一般財団法人千葉県環境財団理事長

こ

平成度廃食油癖}禾幅促進プﾛプｪｸﾄ事業の詞ﾛ団体として鋏

おり活動助成金の交付鐸決定したので通知しますも

なお､この決定は､貴団体が次のことを守ることを条件としますb

l廃食油回収場所での油漏れ等の環境汚染が生じないようにすること。

2回収した廃食油は廃食油収集団体への引き渡Lを確実に行うこと。

3その他理事長が必要と認める条仏腱

記

度廃食油癖}禾幅促進プﾛプｪｸﾄ事業の詞ﾛ団体として決定するとともに､下冒函と1
1

1
1

I

10

負、

､

1参加の区分

〃

廃食油回収団体／廃食油収集団体

2助成錘付決毒等

助成金交付決定額金 円

助成金交付なし



、
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第3号様式

廃食油燃料利用促進プロジェクト事業変更(中止)承認申請書

平成年月 日

一般財団法人千葉県環境財団理事長様
幸

住所

氏名 印

電話番号

(鶉:鰯笠懸鰯＊）

平成年月 日付け 第号ので交付決定のあった平成年露食油燃倦豚ﾘ用

促進ブﾛゾｪｸﾄ事業を下記のとおり変更(中止)したいので､廃食油燃料利用促進プロジェクト

事業実施･助罐綱6－(7)の規定によりその承認を申請しますb

記

1変更(中止)の理由

2変更の内容

ﾉ

11



4

■
h

第4号様式

廃食油燃料利用促進プロジェクト事業助成金交付請求書

平成年月 日

一般財団法人千葉県環境財団理事長様

(団体の所在地） 〕
&

(団体 ．名）

(代表者氏名） 印

平成年月 日付け 第． 号ので交付決定のあった平成年度

廃食油燃料利用促進プロジェクト事業助成金を､廃食油燃料利用促進プロジェクト

事業実施･助成要綱第6－(8)の規定により下記のとおり請求します｡‐

記

金 円

１
６
０
０
日
日
Ⅱ
！
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ｉ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
！
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｐ
ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
０

几

笛

12
9

振込金融機関本(支)暁

口座種別

(丸で囲んでください｡）
普通． 当座

口座番号
9

(フリガナを必ず記載してください｡）

口座名(口座名義人）

■ ､

I



、

台

第5号様式

廃食油燃料利用促進プロジェクト事業活動実績報告書

平成年月 日

一般財団法人千葉県環境財団理事長様

(団体の所在地）

(団 一体名）

(代表者氏名） 印

平成年月 日付け 第 号ので交付決定のあった平成年度

廃食油燃料利用促進プロジェクト事業助成金の助成事業を完了したので､廃食油燃

料利用促進ブﾛフｪｸﾄ事業実施･助成要綱6－(11)の規定により､下記のとおり報告

します。

記

1助成金交付決定額 円
＝

ノ

2助成対象経費の実績額 円 〆‐

3事業完了年月日 平成 年 月 日

4添付書類 ．

(1)活動報告書(別紙1）

(2)事業収支決算書(別紙2）

(3)領収書の写し等支出を証明する書類(助成対象経費に係るもの）

（領収書の写し等は収支決算害の記載順にA4サイズの用紙に貼付してくだ

さい｡1枚の用紙に複数の領収書等を貼付しても構いませんが､それぞれの

領収書の写し等が重ならないようにしてください｡）

13

／
ｒ
ｌ

〉

、



9

君

〆

『

(別紙1）

廃食油燃料利用促進プロジェクト事業活動報告書〉

（廃食油回収団体）

1廃食油回収拠点等整備

｜

’

戸

2廃食油回収量(収集団体への引き渡し量）

(注)廃食油回収量は,当該年度の合計量を記入してください。

14

、

参加団体名

報告年度 平成 4年度事業報告

設鐘『(目莊姻 回収箱 のぼり旗

峠
》

■

f

合計

個

個

個

個

個

個

個

個

個

本

本

･本

本

本

本

本

本

本

回収期間 ： 廃食油回収量(ﾘｯﾄﾙ） 収集団体名(引き渡し団鯛

ノ

合計



』

■

(別紙1-2）
く
り 廃食油燃料利用促進プロジェクト事業活動報告書

（廃食油収集団体）

廃食油収集状況

』
｜

I

ノ

(注)1廃食油収集量は,当該年度の各回収団体の合計霊f記入してください。

2本ブﾛヅｪｸﾄ事業参加団体(廃食油回収集団体)以外からの廃食油回収実績があれ

ば,差支えのない範囲で収集量及UW用用途等の参考情報識澄其をお願しますも

15

参加団体名

報告年度 平成 年度事業報告

収集期間 廃食油回収団体名
回収団飼動らの収集量

(ﾘｯﾄﾙ）

収集量合計

禾I堀用途
うちBDF燃料の原料

A重油代替然糾

参考情報

収集量(ﾘｯﾄﾙ） 利用用途等(ﾘｯﾄﾙ）

BDF燃修ゆ原料

A重油代替燃料



，

行

’

’ (別紙2）

事業収支決算書

平成年月 日～平成年月’ 日

1 -

’
I
U

i

'

一

I

16

収
入
の

収
部

区分

会費等収入

･助成金

、 ちば環境再生其今

他の助成金

収入合計

決算額 内 訳

支
出
の
部
（
助
成
対
象
経
豊
。

》

廃食油回収箱

日堀債

ﾁﾗｼ等日刷

会議費

会場使用料

支出合計

…



可燃ごみと剪定枝等の収集運搬費用比較（第41回ごみ問題検討委員会要望事項3）

表記について、平成29年度の実績値をもとに、詳細を説明いたします。

【可燃ごみ】

（1）収集量

・ステーション収集量

・空気輸送システム（幕張CC) 子合…"｡"ﾄー
156,508.51トン

3,342.15トン

（2）運搬経費

・各ステーション．→各清掃工場

・幕張CC→新港清掃工場

・幕張CC管理運営費

・その他諸経費

……”
1,639,140,127円

40,007,330円

113,061,311円

16,804,843円

以上より、（2）／（1）＝ユ1.320円／トン

可燃ごみ量は近年微減傾向にあるが、ステーション数が毎年500件程度増加していること、

収集車両の台数を減らすほどの減少ではないことから、車両台数を維持する必要があり、 これ

に応じた費用が生じる。なお、空気輸送システム分を除いて考えると、運搬経費は10,470円／

トンとなる。

【剪定枝等】

（1）収集量

（2）運搬費用

2,219.07トン

52,111,378円

以上より、（2）／（1）＝23．480円／トン

剪定枝については、全区での収集を開始したのが平成30年2月であり、今後、収集量が増加

するにつれて、単価が下がることが期待される。

ﾉ


